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教 企 第 ４ ３ 号

令 和 ４ 年 ７ 月 ７ 日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

殿
各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

奈良県立美術館企画展「美術・解体新書 奈良県立美術館

所蔵名品展《夏》」の鑑賞について（通知）

このことについて、令和４年７月１６日（土）から奈良県立美術館で下記のとおり企画展が

開催されますので、児童及び生徒の鑑賞について特段の御配慮をお願いします。

記

１ 展覧会名

企画展 美術・解体新書 奈良県立美術館所蔵名品展《夏》

２ 開催趣旨

奈良県立美術館では、主に中世から現代までの日本の美術工芸品約 4,300 件を所蔵し、展示

・公開しています。これらの作品は、単に姿形が美しいというだけでなく、様々な時代や地域

の歴史や文化を知る手立てとなり、作品を通して多様な感性や価値観に触れることができます。

しかし一方で、美術特有の専門用語や、美の範疇では捉えきれない表現方法などにより、

「美術」にはしばしば難解なイメージがつきまとい、理解や鑑賞の妨げとなっています。

「美術・解体新書」と題した本展では、当館の所蔵品・寄託品の中から選りすぐりの名品を

ご覧いただくと同時に、素材や技法、主題といった基本的な事柄から、制作背景や意図、意味

や目的など、作品を理解する上で役に立つような知識や情報をわかりやすく解説し、その魅力

と特徴を紹介します。本展が鑑賞の手引きとなり、より多くの方々に美術に親しんでいただく

機会となれば幸いです。

なお、７月３０日（土）～８月７日（日）の期間については、夏休みの自由研究等での活用

や、美術館を知り、身近に感じてもらう機会となるよう、県内在住の小中学生及び県内小中学

校に在学する児童･生徒の観覧料を無料といたします。
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３ 開催場所

奈良県立美術館

〒 630-8213 奈良市登大路町 10-6

TEL 0742-23-3968 FAX 0742-22-7032 テレフォンサービス 0742-23-1700

https://www.pref.nara.jp/11842.htm

４ 会期等

令和４年７月１６日（土）～ ８月２８日（日）

※前期：７月１６日（土）～８月７日（日）、後期：８月９日（火）～８月２８日（日）

会期中、一部の作品の入れ替えをおこないます。

開館時間

9 時～ 17 時※入館は閉館の 30 分前まで

休館日

月曜日（ただし、７月１８日（月・祝）は開館、１９日（火）は休館）

５ 観覧料

一般４００円(３００円)

大・高生２５０円(２００円)

中・小生１５０円(１００円)

※カッコ内は２０名以上の団体料金

・次の方は無料でご観覧いただけます

10教職員に引率された奈良県内の小中高校及びこれに準ずる学校の児童・生徒

11毎週土曜日は県内外問わず、小中高生及びこれに準ずる学校の児童・生徒

12７月３０日（土）～８月７日（日）は奈良県内に在住の小中学生及び県内小中学校に在

学する児童・生徒

13６５歳以上の方

14身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳(アプリを含む)をお持ちの方と

介助の方１人

15外国人観光客（長期滞在者、留学生を含む）と付添の観光ボランティアガイドの方

６ 奈良県立美術館主催関連イベント

■講演会

「デジタルで体験する美術」

令和４年８月２８日（日）１４時～

講師：山田修氏（奈良県立大学 地域創造研究センター 特任教授）

■美術講座

「美術ってナニ？」
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令和４年８月７日（日）１４時～

奈良県立美術館学芸員 松川綾子氏

■奈良県立美術館学芸員によるギャラリー・トーク

令和４年７月２３日（土）、８月２０日（土） １４時～

※各イベントの参加方法等については奈良県立美術館ホームページ及びＳＮＳでご確認くだ

さい。

※奈良県立美術館主催関連事業の聴講には当日観覧券が必要です。

状況により関連事業の内容等を変更または中止する場合があります。

７ 同時開催 入場無料 １階ギャラリー

■連携展示

「龍田古道と亀の瀬」

主催：日本遺産「龍田古道・亀の瀬」推進協議会
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教 職 第 １ ５ １ 号

令和４年 ７月 ７日

各市町村教育委員会教育長

各 県 立 学 校 長
殿

奈良県教育委員会教育長

令和５年度奈良県公立学校管理職候補者選考

１次試験（資格試験）について（通知）

このことについて、下記により実施しますので、関係者に周知されるようお願いします。

なお、要項等の配布は令和４年８月２２日（月）から行います。

記

１ 目 的

県内公立小・中・義務教育学校及び県立学校（以下「公立学校」という。）の管理職資格

者を選考するために実施する。

２ 資 格

公立学校管理職を志願する者（以下「志願者」という。）で、次の⑴・⑵の条件をいずれ

も満たす者とする。

⑴ 教諭普通免許状又は特別免許状を所有する教諭（主幹教諭、養護教諭及び栄養教諭を含

む。）で、現に県内の公立学校教員（国公私立学校又は他県と人事交流中の教員も含む。）

又は県若しくは市町村教育委員会事務局職員等（出向者を含む。以下同じ。）である者

⑵ ３５歳以上の者（令和５年４月１日現在）で、教諭（主幹教諭、養護教諭及び栄養教諭

を含む。）若しくは教育委員会事務局職員等（以下「教諭等」という。）として通算１０

年以上の勤務経験を有する者又は教諭等の勤務経験が５年以上かつ校務経験値が９以上で

ある者

※ 経験年数は、令和５年３月３１日現在。栄養教諭は栄養職員の経験を含む。また、

教諭等の経験は県内外、国公私立を問わない。

※ 校務経験値は令和３年度末評価とする。県又は市町村教育委員会事務局等に勤務す

る志願者で校務経験値が未確定なケースは個別に県教育委員会教職員課で判断する。
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３ 選考の方法と基準

⑴ 選考は、記述試験（論文、法規）の結果により、合否を決定する。

⑵ 選考の基準は、おおむね次のとおりとする。

ア 教育的識見、統率力及び判断力を有し、管理職として学校を運営していく能力を有

すると認められる者

イ 学校運営上、必要な法的知識を有するとともに、管理職として、その知識を活用す

る能力を有すると認められる者

ウ 様々な教育的課題を的確に把握し、課題を分析する能力及び課題の解決に向けて運

用する能力を有していると認められる者

⑶ 県又は市町村教育委員会事務局等（出向を含む。）に通算２年以上の勤務経験を有する

志願者は、管理職資格者とする。

⑷ ⑶については、志願者が資格申請を行った後、管理職資格者名簿（以下「名簿」とい

う。）に登載する。

４ 記述試験の日時及び場所

⑴ 日時

令和４年１０月１５日（土） 記述試験（論文、法規）

※ 記述試験の法規については、教育小六法などの法規集の持ち込みを許可する。ただ

し、解説書、参考書、問題集、コピー類、自作メモ類等は不可とする。

⑵ 場所

奈良県立教育研究所

５ 出願手続等

⑴ 志願者は、次の各書類を所属長を通じて、令和４年９月１６日（金）までに県教育委員

会教育長に提出すること。

ア 願書（１次試験･２次試験共通）

（用紙は、８月２２日（月）以降所属長に請求）

イ 連絡用封筒 ２通（１次試験合格後、２次試験を受験する者は３通）

〔長３（12.0cm×23.5cm）の定型のり付き封筒に２４４円切手（特定記録で郵送）を

貼り、宛名及び宛先（志願者氏名及び自宅住所）を記入したもの。〕

⑵ 選考結果については、本人に通知する。

６ 名簿登載

⑴ 試験合格者については、名簿に登載する。

⑵ 名簿登載期間は無期限とする。

⑶ 名簿登載された者が次の各号のいずれかに該当することとなった場合は、名簿から削除

する。
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ア 任用を辞退した場合

イ 公立学校教員の資格を失った場合

ウ 前各号に定めのあるもののほか、管理職としての適格性を欠くことが明らかとなっ

た場合
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教職第 １５２号

令和４年 ７月 ７日

各市町村教育委員会教育長

各 県 立 学 校 長
殿

奈良県教育委員会教育長

令和５年度奈良県公立学校管理職候補者選考

２次試験（校長候補者選考）について（通知）

このことについて、下記により実施しますので、関係者に周知されるようお願いします。

なお、要項等の配布は令和４年８月２２日（月）から行います。

記

１ 目 的

県内公立小・中・義務教育学校及び県立学校（以下「公立学校」という。）の管理職（校

長）としての適格者を選考するために実施する。

２ 資 格

公立学校長を志願する者（以下「志願者」という。）で、次の⑴～⑷の条件をすべて満た

す者（ ⑶については、ア・イいずれかの条件）とする。

⑴ 市町村教育委員会教育長（県立学校にあっては学校長、県教育委員会事務局職員等にあ

っては所属長）の推薦を受けた者

⑵ 管理職資格者名簿又は管理職（教頭）候補者名簿に登載されている者（令和５年４月１

日現在）

⑶ ア ５０歳以上（令和５年４月１日現在）かつ校務経験値１４以上の者

イ 県内公立学校教頭又は県若しくは市町村教育委員会事務局職員等として１年以上勤

務している者

※校務経験値は令和３年度末評価とする。

⑷ 県内どこにでも勤務できる者

３ 選考の方法と基準

⑴ 選考は、面接試験の結果に加え、書類（調書等）を総合的に考慮して合否を決定する。

⑵ 選考の基準は、おおむね次のとおりとする。
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ア 人格的に尊敬され、教育的識見、統率力及び判断力に優れ、管理職として安定した

調整力を発揮しながら学校を経営していく能力を有すると認められる者

イ 心身ともに健康で、力強く職務を遂行する意欲と情熱を有すると認められる者

ウ 幅の広い職務経験を有し、職務に関する多様な課題や困難な事象に柔軟に対処でき

る行動力や実践力に富み、部下への指導力を十分に発揮できると認められる者

４ 面接の日時及び場所

⑴ 日時

令和４年１２月３日（土）・４日（日)

※ 各人の面接の時刻等については、別に通知する。

⑵ 場所

奈良県立教育研究所

５ 出願手続等

⑴ 志願者は、次の各書類を所属長を通じて、令和４年９月１６日（金）までに県教育委員

会教育長に提出すること。

ア 願書（１次試験・２次試験共通）

（用紙は令和４年８月２２日(月)以降に所属長に請求）

イ 連絡用封筒 ２通 〔１次試験（資格試験）と合わせて受験する者は３通〕

〔長３（12.0cm×23.5cm）の定型のり付き封筒に２４４円切手（特定記録で郵送）を

貼り、宛名及び宛先（志願者氏名及び自宅住所）を記入したもの。〕

⑵ 所属長は、各志願者についての調書を作成し、志願者の書類とともに、市町村立学校及

び市町村教育委員会事務局等の志願者については市町村教育委員会教育長に、県立学校及

び県教育委員会事務局等の志願者については県教育委員会教育長に提出するものとする。

⑶ 市町村教育委員会教育長は、提出された各志願者についての調書に所見を記入し、県教

育委員会教育長に提出するものとする。

⑷ ⑵及び⑶の書類については、令和４年１０月１４日（金）までに提出するものとする。

⑸ 選考結果については、本人に通知する。

６ 名簿登載

⑴ 選考合格者については、管理職（校長）候補者名簿（以下「名簿」という。）に登載す

る。校長への登用については、この名簿に登載された者の中から決定する。

⑵ この名簿は、管理職（教頭）候補者名簿の上位にあるので、名簿登載者は当然に教頭候補

者にもなりうる。

⑶ 選考合格者の名簿登載期間は管理職（教頭）候補者名簿と合わせて無期限とする。

⑷ ⑶の規定にかかわらず、令和２年度以前に名簿へ登載されている者については、登載当

時の条件を引き継ぐものとする。
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⑸ 登載された者が次の各号のいずれかに該当することとなった場合は、名簿から削除する。

ア 任用を辞退した場合

イ 公立学校教員の資格を失った場合

ウ 心身の故障のため、管理職の職務遂行に支障があり、又はこれに堪えられないこと

が明らかとなった場合

エ 前各号に定めのあるもののほか、管理職としての適格性を欠くことが明らかとなっ

た場合
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教職第 １５３号

令和４年 ７月 ７日

各市町村教育委員会教育長

各 県 立 学 校 長
殿

奈良県教育委員会教育長

令和５年度奈良県公立学校管理職候補者選考

２次試験（教頭候補者選考）について（通知）

このことについて、下記により実施しますので、関係者に周知されるようお願いします。

なお、要項等の配布は令和４年８月２２日（月）から行います。

記

１ 目 的

県内公立小・中・義務教育学校及び県立学校（以下「公立学校」という。）の管理職（教

頭）としての適格者を選考するために実施する。

２ 資 格

公立学校管理職を志願する者（以下「志願者」という。）で、次の⑴～⑶の条件をすべて

満たす者とする。

⑴ 市町村教育委員会教育長（県立学校にあっては学校長、県教育委員会事務局職員等にあ

っては所属長）の推薦を受けた者

⑵ 管理職資格者名簿に登載されている者（令和５年４月１日現在）

⑶ 県内どこにでも勤務できる者

３ 選考の方法と基準

⑴ 選考は、面接試験の結果に加え、書類（調書等）を総合的に考慮して合否を決定する。

⑵ 選考の基準は、おおむね次のとおりとする。

ア 人格が優れ、教育的識見、統率力及び判断力を有し、管理職として学校を運営して

いく能力を有すると認められる者

イ 心身ともに健康で、前向きに職務を遂行する意欲を有すると認められる者

ウ 幅の広い職務経験を有し、職務に関する多様な課題や困難な事象に柔軟に対処でき

る行動力や実践力に富むと認められる者
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４ 面接の日時及び場所

⑴ 日時

令和４年１２月３日（土）・４日（日）

※ 各人の面接の時刻等については、別に通知する。

⑵ 場所

奈良県立教育研究所

５ 出願手続等

⑴ 志願者は、次の各書類を所属長を通じて、令和４年９月１６日（金）までに県教育委員

会教育長に提出すること。

ア 願書（１次試験・２次試験共通）

（用紙は令和４年８月２２日(月)以降に所属長に請求）

イ 連絡用封筒 ２通 〔１次試験（資格試験）と合わせて受験する者は３通〕

〔長３（12.0cm×23.5cm）の定型のり付き封筒に２４４円切手（特定記録で郵送）を

貼り、宛名及び宛先（志願者氏名及び自宅住所）を記入したもの。〕

⑵ 所属長は、各志願者についての調書を作成し、志願者の書類とともに、市町村立学校及

び市町村教育委員会事務局等の志願者については市町村教育委員会教育長に、県立学校及

び県教育委員会事務局等の志願者については県教育委員会教育長に提出するものとする。

⑶ 市町村教育委員会教育長は、提出された各志願者についての調書に所見を記入し、県教

育委員会教育長に提出するものとする。

⑷ ⑵及び⑶の書類については、１０月１４日（金）までに提出するものとする。

⑸ 選考結果については、本人に通知する。

６ 名簿登載

⑴ 選考合格者については、管理職（教頭）候補者名簿（以下「名簿」という。）に登載す

る。教頭への登用については、この名簿に登載された者の中から決定する。

⑵ 名簿登載期間は２年間を限度とする。ただし、県又は市町村教育委員会事務局職員等と

して勤務する者については、その職にある期間は名簿登載を継続する。

⑶ ⑵の規定にかかわらず、令和２年度以前に名簿へ登載されている者については、登載当

時の条件を引き継ぐものとする。

⑷ 登載された者が次の各号のいずれかに該当することとなった場合は、名簿から削除する。

ア 任用を辞退した場合

イ 公立学校教員の資格を失った場合

ウ 心身の故障のため、管理職の職務遂行に支障があり、又はこれに堪えられないこと

が明らかとなった場合

エ 前各号に定めのあるもののほか、管理職としての適格性を欠くことが明らかとなっ
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た場合
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教 学 第 １ ８ ６ 号

令 和 ４ 年 ７ 月 ７ 日

各 市 町 村 教 委 教 育 長
殿

各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

第６８回青少年読書感想文奈良県コンクール

の実施について（通知）

このことについて、下記のとおり実施しますので、応募についてよろしくお願いします。

記

１ 趣 旨

青少年が本に親しむ機会をつくり、読書の楽しさ、すばらしさを体験させ、読書の習慣化を

図り、読書の感動を文章に表現させることを通して、豊かな人間性や考える力を育むとともに、

自分の考えを正しい日本語で表現する力を養う。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県学校図書館協議会

３ 応募資格及び区分

応募者は、満２０歳までの県内の小・中・義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別

支援学校の児童生徒とし、それぞれ次のように区分する。

(１) 小学校・義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部低学年の部（１、２年）

(２) 小学校・義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部中学年の部（３、４年）

(３) 小学校・義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部高学年の部（５、６年）

(４) 中学校・義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部の部

(５) 高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援学校高等部の部

４ 応募対象の図書

(１) 課題読書

主催者の指定した図書【課題図書】

別記のとおり。同一部内における学年指定はない。
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(２) 自由読書

自由に選んだ図書。フィクション、ノンフィクションを問わない。

ただし、教科書・副読本・読書会用テキスト類又はこれに準ずるもの・雑誌（別冊付録

を含める。）・パンフレット類・日本語以外で書かれた図書は対象としない。

また、該当の部以外の課題図書は自由読書の対象として応募することができる。

５ 用紙及び字数

(１) 400字詰原稿用紙を使用すること。

(２) 字数は以下の範囲を厳守すること。

・小学校・義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部低学年の部は、800字以内

・小学校・義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部中学年・高学年の部は、1,200

字以内

・中学校・義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部の部は、

2,000字以内

・高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援学校高等部の部は、1,801字以上2,000字

以内

(３) 句読点はそれぞれ一字に数える。改行のための空白箇所は、字数として数える。

(４) 題名、学校名及び氏名は、字数として数えない。

６ 応募作品

(１) 応募は日本語で書かれた作品に限る。

(２) 応募は課題読書、自由読書それぞれに１人１編ずつ応募できる。

(３) 応募は、個人のオリジナルで未発表の作品に限る。他の類似コンクールとの二重応募は

認めない。

(４) 応募作品は、理由を問わず返却しない。

(５) 応募作品の著作権、出版権は主催者に帰属する。

７ 作品の提出方法等

(１) 児童生徒は学校を通じて提出すること。

(２) 作品は、自筆のものを提出すること。（コピー・ワープロは不可。自筆不可能の場合は

理由を添えて提出すること。）

(３) 応募票（別紙様式）をＡ５サイズにて増し刷りの上、必要事項を記入し、作品の右上に

ホチキスで留めること。

※小・中・義務教育学校においては、別途、奈良県学校図書館協議会から県内各学校長

並びに学校図書館教育担当者宛て送付済みの「第６８回青少年読書感想文奈良県コン

クール募集要項」に記載のとおり、「応募作品集計表」及び「奈良県コンクール応募

者一覧表」を提出すること。
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(４) 学校からの応募点数は、小・中・義務教育学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学

校小学部・中学部の部は各学校の学級数、高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援

学校高等部の部は各学校の学級数の１／６以内とすること。

８ 応募締切り及び作品の提出先

(１) 応募締切り

小・中・義務教育学校・特別支援学校（小・中学部）令和４年９月９日（金）

高等学校・特別支援学校（高等部） 令和４年１０月３日（月）

(２) 提出先

ア 小学校・義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部の部

〒639-0223 香芝市真美ヶ丘５－４－２０

香芝市立真美ヶ丘西小学校 教諭 米田 美穂

イ 中学校・義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部の部

〒630-0131 生駒市上町3000

生駒市立上中学校 教諭 寺田 澄子

ウ 高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援学校高等部の部

〒636-0104 生駒郡斑鳩町高安２－１－１

奈良県立法隆寺国際高等学校 教諭 水野 隆司

９ 審 査

審査員 奈良県教育委員会、奈良県学校図書館協議会、奈良県国語教育研究会、

奈良県立図書情報館、毎日新聞社奈良支局

10 入賞発表及び表彰

入賞者については、令和４年１２月に奈良県学校図書館協議会（奈良ＳＬＡ）Ｗｅｂページ

（http://sla.gr.jp/~nara/nsla_toha.html)にて発表する。また、毎日新聞を通じて発表する。

表彰式は、令和５年２月１１日（土）に行う予定。

11 その他

県審査の結果、部ごとに、課題読書１編、自由読書１編の合計２編を中央審査会に送付する。
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第６８回青少年読書感想文奈良県コンクール （課題図書）

著 者 書 名 出 版 社 価格

いとう みく 作
つくしちゃんとおねえちゃん 福音館書店 1,320円丹地 陽子 絵

小
学

コーリン・アーヴェリス 文

校
イザベル・フォラス 絵 ばあばにえがおをとどけてあげる 評論社 1,650円

まつかわ まゆみ 訳

低
学 ミゲル・タンコ 作 すうがくでせかいをみるの ほるぷ出版 1,760円
年 福本 友美子 訳

おかだ だいすけ 文 おすしやさんにいらっしゃい！
岩崎書店 1,760円

遠藤 宏 写真 ：生きものが食べものになるまで

村上 しいこ 作
みんなのためいき図鑑 童心社 1,320円

中田 いくみ 絵

小
学

パトリック・スキーン・キャトリング 作

校
佐藤 淑子 訳 チョコレートタッチ 文研出版 1,430円
伊津野 果地 絵

中
学

リナ・シン 文

年
マリアンヌ・フェラー 絵 １１１本の木 光村教育図書 1,540円
こだま ともこ 訳

味田村 太郎 文
この世からサイがいなくなってしまう

学研プラス 1,540円
：アフリカでサイを守る人たち

大谷 美和子 作
りんごの木を植えて ポプラ社 1,650円

白石 ゆか 絵

小
学

熊谷 千世子 作
風の神送れよ 小峰書店 1,650円

校 くまおり 純 絵

Ｋ・Ｌ・ゴーイング 作

高
久保 陽子 訳 ぼくの弱虫をなおすには 徳間書店 1,760円

学
早川 世詩男 絵

年
捨てないパン屋の挑戦 あかね書房 1,430円井出 留美 著 ：しあわせのレシピ

安田 夏菜 著 セカイを科学せよ！ 講談社 1,540円

中
学 Ｍ・Ｇ・ヘネシー 作 海を見た日 鈴木出版 1,760円
校 杉田 七重 訳

千野 境子 著 江戸のジャーナリスト葛飾北斎 国土社 1,540円

瀬尾 まいこ 著 その扉をたたく音 集英社 1,540円

高
等 隈 研吾 著 建築家になりたい君へ 河出書房新社 1,540円
学
校

中村 玄 著 クジラの骨と僕らの未来 理論社 1,430円
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（別紙様式）※この票は、Ａ５版で印刷し、作品の右上にホチキスで貼付してください。

第６８回青少年読書感想文 課題読書

自由読書
奈 良 県 コ ン ク ー ル 応募票

（○で囲んでください）

感想文の題名

奈良県 市郡 町村

（ふりがな）

所 学 校 名 ( )

立 学校

属 （ふりがな） (〒 ）（電話 - - ）

学校所在地 （ ）

(電話番号は市外局番から記入)

部・学年 小低・小中・小高・中学・高校 学 年 年

応

（ふりがな） （ ）

募 氏 名

者

生年月日・年齢
年 月 日生 ( 歳)

※高校生のみ記入

著者･編者

対 訳者･画家

象

図 書 名

書 ※サブタイトル名も記入

読

ん 発行年

だ
発行所・発行年

初版発行年

本
定 価 定 円 大

縦の長さ

大 き さ き

ページ数 価 （本体 円） さ cm

感想文執筆に際し参考に 有 （参考にしたもののタイトルやHPアドレスなどを具体的に記入してください)

した資料の有無 ・

(どちらかを○で囲んでください) 無

※必ずお読みください
１．分かりやすく楷書で記入し、作品の上にホチキス留めしてください。

２．「対象図書 読んだ本」欄は対象図書を特定するため、もれなく記入してください。

３．記入もれは失格となる場合もありますので、もれのないように記入してください。

４．応募票に記入された氏名・学校名・学年・感想文の題名・対象図書の書名は、毎日新聞社及び全国

学校図書館協議会・奈良県学校図書館協議会の刊行物・ホームページで公表することがあります。御

了解の上、御記入ください。

発
行
所

応
募
区
分

ペ
ー
ジ
数

シリーズ名・文庫名
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教 学 第 1 8 7 号

令和４年７月７日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 学 校 長
殿

奈良県教育委員会教育長

第６６回日本学生科学賞の募集について（通知）

このことについて、下記のとおり実施しますので、多数応募されますようよろしくお願いし

ます。

記

１ 趣 旨

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校における理科

教育の振興を図るとともに、児童生徒の自然に対する興味・関心及び科学的探究心を高める

ことを目的とする。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県科学教育振興委員会、読売新聞社

３ 募 集

(１) 受付日時

令和４年９月２２日（木）、２７日（火）両日とも午後１時～午後５時

(２) 受付場所

読売新聞奈良支局

奈良市法華寺町１４１－１

４ 応募資格

県内小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校に在籍す

る児童生徒

５ 応募規定

(１) 理科の学習に基礎をおく調査研究の記録。ただし、単なる技術的工作並びに模型及び

模倣的な作品を除く。
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(２) 「高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援学校高等部」の部門については、ポ

スターは不可とする。

(３) 出品物の点数や重さの制限はないが、輸送や保管しやすいものにすること。

(４) 破損、腐敗のおそれのあるものや危険物は受け付けない。

６ 出品の方法

(１) 個人研究、共同研究のいずれの場合も学校を通じて出品すること。

(２) 出品物には、別紙様式による出品票を付けること。共同研究の場合は団体名と実際に研

究に参加した全員の氏名及びふりがなを明記すること。

(３) 各学校は、作品名、氏名、ふりがな及び学年を記入した出品物一覧表を提出すること。

なお、小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部は、低学年、中学年、高

学年別に、中学校、義務教育学校後期課程、高等学校、中等教育学校、特別支援学校中学

部及び高等部は、物理、化学、生物、地学の領域別に一覧表を作成すること。

７ 搬 出

(１) 日時 令和４年１０月１３日（木）、１４日（金） 両日とも午後１時～午後５時

(２) 場所 読売新聞奈良支局

奈良市法華寺町１４１－１

８ 審査及び表彰

(１) 審査委員会を設けて審査を行い、「小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校小

学部」「中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学

部」「高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援学校高等部」の３部門にそれぞれ最

優秀賞、優秀賞及び佳作を選び表彰する。また、優秀な作品を多数出品した学校には学校

賞を贈る。

(２) 表彰式

ア 日時 令和４年１１月４日（金）午後２時３０分～午後４時３０分

場所 ホテルリガーレ春日野

奈良市法蓮町７５７－２

イ 入賞者には表彰式の案内を令和４年１０月３１日（月）までに通知する。

９ 中央審査及び表彰

(１) 小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部の優秀作品は全国児童才能開発

コンテストに推薦する。また、中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及

び特別支援学校中学部から原則として３点、高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支

援学校高等部から原則として３点の優秀作品を、日本学生科学賞中央審査に推薦する。

(２) 中央審査では、内閣総理大臣賞などの入賞作品が選定される。また、中学３年生・高校

生の入賞者の中から、代表者が米国で開催される国際学生科学技術フェアに派遣される。
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10 その他

詳細については、読売新聞奈良支局内「日本学生科学賞係」へ問い合わせること。

ＴＥＬ ０７４２－３４－１１０１
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（別紙様式）

のりづけ又はひもで添付

作品名

（研究のテーマを書くこと）

学 校

所在地

学校名

学 年

氏 名
ふりがな

団 体 名

校 長 名

指導者名

作品の説明

研究の領域

（注１）上記の大きさの出品票に記入すること。

（注２）「団体名」は、共同で研究した場合のみ記入し、「氏名」は、実際に研究に参加

した全員の氏名を記入すること。

（注３）「研究の領域」は、中・高等学校（部）のみ物理、化学、生物、地学の領域を

記入すること。
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教 学 第 1 9 4 号

令和４年７月７日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 小 ・ 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長 殿

各 中 等 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

第７９回奈良県児童・生徒発明くふう展

の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、作品の応募についてよろしくお願いし

ます。

記

１ 目 的

未来の日本を担う児童生徒に発明くふうの楽しさと創作する喜びを体得させ、豊かな観察

力と創造力を養うことを目的とする。

２ 主 催

奈良県、奈良県教育委員会、一般社団法人奈良県発明協会

３ 期日及び会場

展示会：令和４年１０月１５日（土）、１６日（日）両日とも１０時～１７時

表彰式：令和４年１１月１６日（水）１５時～１６時

会 場：イオンモール大和郡山２Ｆ イオンホール

大和郡山市下三橋町７４１

４ 応募資格

県内の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校小・中学

部 の児童生徒

５ 応募規定
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作品は、一人１点、一人で作成したもの（共同作品の場合は三人まで）、１校につき１５０

点以内で、未発表のものに限る。ただし、破損や変質しやすいもの、図面だけのものは対象

外とする。また、作品は縦、横、高さとも１ｍ以内で、重量２０㎏以内とする。

なお、特許・実用新案及び意匠の出願を希望する者は、出品前に出願しておくこと。

６ 審 査

主催者、後援者、学識経験者で構成する審査委員会が審査し、入賞者名は出品校に通知する。

なお、優秀賞受賞者名は毎日新聞に掲載する予定。

７ 表 彰

(１) 優秀賞

優秀作品には表彰式当日、賞状及び副賞を授与する。

(２) 参加賞

優秀賞以外の参加者全員に参加賞状を授与する。また、優秀賞を含む参加者全員に賞品

を授与する。

８ 全国展出品

優秀賞に選考された作品を、公益社団法人発明協会主催の全国展「第８１回全日本学生児童

発明くふう展」に推薦する。

９ 出品の保護

作品の取扱いと保管には最善の注意を払うが、万一、火災、盗難その他の不可抗力により紛

失又は破損したときは、その責任を負わない。

10 出品要領

(１) 出品目録の提出

別紙様式により出品目録を作成し、令和４年９月１日（木）から９月１２日（月）まで

の間に、ＦＡＸにて一般社団法人奈良県発明協会宛て提出すること。

(２) 出品票の交付

出品目録の受付後に必要枚数を送付する。

(３) 出品票の記入

製作に当たり、指導を受けたり参考にしたりしたものがある場合は、その指導者名や参

考書名等を具体的に記入すること。また、作品の操作が特殊なものや複雑なものは、使用

方法や使用した場合の効果あるいは説明書、データ、図面などを裏面又は別紙に記入し添

付すること。

(４) 出品物の搬入及び搬出

場 所 イオンモール大和郡山２Ｆ イオンホール

大和郡山市下三橋町７４１

搬入日 令和４年１０月１２日（水）、１３日（木）両日とも１３時～１８時
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搬出日 令和４年１０月１７日（月）１３時～１８時

11 問合せ・出品目録提出先

一般社団法人奈良県発明協会

ＴＥＬ ０７４２－３４－６１１５

ＦＡＸ ０７４２－３４－６２１５
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（別紙様式）

第７９回「奈良県児童・生徒発明くふう展」出品目録送信票

学校名 担当者名

電話番号 FAX番号

FAX送信日

出品目録（ ／ 枚中）

番号 作 品 名 学年 組 氏 名
ふりがな

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

（注１）本票は、必要に応じて複写してください。

（注２）提出する作品には必ず番号を付与してください。

（注３）番号付与は、低学年から順次付与してください。
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教 学 第 ２００ 号

令和４年７月７日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 小 ・ 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長

各 中 等 教 育 学 校 長

殿

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

第４４回奈良県「未来の科学の夢」絵画展

の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、作品の応募についてよろしくお願いします。

記

１ 目 的

県内の児童生徒が科学技術に関心をもち、想像力を働かせて絵に表すことを通して、図画工

作・美術教育の充実と振興を図る。

２ 主 催

奈良県教育委員会、一般社団法人奈良県発明協会

３ 期日及び会場

展示会 令和４年１２月２日（金）～令和４年１２月４日(日)

表彰式 令和４年１２月４日（日）

会 場 イオンモール大和郡山２Ｆ イオンホール

大和郡山市下三橋町７４１

４ 応募資格

県内の小・中学校、義務教育学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校小・中学部の児

童生徒

５ 応募規定

作品は、未来の科学の夢や未来の世界を自由な発想で描いたもので、一人１点とし、未発表



- 27 -

のものに限る。作品の大きさは、Ｂ３判又は四つ切り（約３７㎝×５３㎝）とし、描画材料はク

レヨン、パス、水彩絵の具、サインペンなど自由とする。

６ 応募方法

出品目録は、令和４年９月１日（木）から９月１２日（月）までの間にＦＡＸで送付するこ

と。

また、作品は学校ごとに８０点以内を選出し、出品目録、作品説明書とともに、令和４年

１０月５日（水）午後５時までに搬入又は送付すること。なお、搬入又は送付先は一般社団法

人奈良県発明協会とする。

７ 表 彰

特賞（近畿経済産業局長賞、奈良県教育委員会賞、ＮＨＫ奈良放送局長賞、朝日新聞社賞、

奈良県発明協会長賞）、入賞（金賞、銀賞、銅賞）

８ その他

特賞、入賞作品は、第４５回未来の科学の夢絵画展（全国展）に出品する。

９ 問合せ先

一般社団法人奈良県発明協会

〒630-8031 奈良市柏木町１２９-１ 奈良県産業振興総合センター内

ＴＥＬ ０７４２-３４-６１１５

ＦＡＸ ０７４２-３４-６２１５
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教 学 第 2 1 0 号

令 和 ４ 年 ７ 月 ７ 日

各 市 町 村 教 委 教 育 長
殿

各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

第５３回奈良県みんなでたのしむ大芸術祭「学校音楽祭」

の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、参加申込みについてよろしくお願いします。

記

１ 趣 旨

奈良県みんなでたのしむ大芸術祭の一環として「学校音楽祭」を実施し、各学校からの参加

を奨励して、本県における音楽教育の振興と音楽文化の向上発展に役立てる。

２ 主 催

奈良県教育委員会、全日本音楽教育研究会奈良県支部、奈良県小学校教科等研究会音楽部会、

奈良県中学校教科等研究会音楽部会、奈良県高等学校教科等研究会音楽部会

３ 部 門

声楽部門、器楽部門（合唱奏を含む。）

４ 期日及び会場

期日 令和４年１０月１６日（日）

会場 大和高田さざんかホール 大和高田市本郷町６－３６

５ 参加について

(１) 参加資格

県内小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の児童

生徒並びに大学等の学生

(２) 演奏曲目及び時間

ア 曲目の選択及び演奏形態は自由。ただし、学習活動の一環としての演奏で、児童生徒及



- 29 -

び学生の発達段階等に適合しているものとすること。

イ 演奏時間は、１ステージにつき、出入り時間を含めて声楽部門は１０分以内、器楽部門

は１５分以内とする。

(３) 出演予定校数

声楽部門 ７校、器楽部門 ７校

(４) 参加申込み

下記の様式により、令和４年７月２６日（火）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。

大和郡山市立片桐小学校 教諭 鎮西 晶子

ＦＡＸ ０７４３－５２－００５２

（様式）

学校名

学校住所

TEL・FAX番号

メールアドレス

指導代表者名

部門(演奏形態)

備考 ○○学校と合同

※合同で参加する場合も各学校ごとに申し込むこと。その際には備考欄に「○○学校

と合同」と明記すること。

(５) 参加校について

後日「参加申込書」、「舞台配置図」等を送付する。

(６) 経費について

ア 参加費用は徴収しない。

イ 旅費及び楽器運搬費は参加者負担とする。

６ その他

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、開催を中止する場合がある。
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教 高 第 ２ ４ １ 号

令和４年６月２８日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

殿

各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度奈良県学校図書館研究大会の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係職員の参加についてよろしくお願いし

ます。

記

１ 趣 旨

情報交換・研究協議を通して、これからの時代に対応した学校図書館の在り方と、学校図書

館運営の今後の方策を探る。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県学校図書館協議会、奈良県立図書情報館

３ 研究主題

これからの学校図書館の在り方

４ 期日及び会場

期日 令和４年８月４日（木）

会場 県立図書情報館 交流ホール

奈良市大安寺西１丁目１０００番地

５ 参加対象者

県内小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の学校図書

館担当者

６ 日 程

９：３０～１０：００ 受 付

１０：００～１０：３０ 開会行事
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１０：３０～１２：００ 講 演

１３：００～１５：１５ 実践発表

１５：１５～１６：００ 館内見学

７ 講 演

演題 「本と図書館の持つ力を考える」

講師 県立図書情報館 図書・公文書課 乾 聰一郎 氏

８ 実践発表

(１) 小学校・中学校部会

「本はともだち 読解力向上をめざして ～国語科との連携を通して～」

発表者 香芝市立真美ヶ丘西小学校 教諭 米田 美穂

教諭 保田 真由美

(２) 高等学校部会

「生徒の主体的な読書活動を推進するための取組

～『読まされる』から『読みたくなる』ための環境づくりへの挑戦～」

発表者 県立橿原高等学校 教諭 真田 史雄

(３) 高等学校部会

「本のカレンダー ～今日は何の日？何読もう？～」

発表者 奈良県高等学校図書館研究会 学校司書部会 ＹＡ！研究班

９ 参加申込み

令和４年４月７日付け週報第２３８２号掲載の行事参加等共通仕様書により、職名、氏名、

を記入の上、令和４年７月２０日（水）までにＦＡＸ又は郵便で下記宛て申し込むこと。

(１) 小学校、中学校及び義務教育学校

〒639-0235 香芝市良福寺６６５－２ 香芝市立三和小学校内

奈良県学校図書館研究会事務局 前田 裕子

ＦＡＸ ０７４５－７９－２１５７

(２) 高等学校、中等教育学校及び特別支援学校

〒636-0104 生駒郡斑鳩町高安２丁目１－１ 県立法隆寺国際高等学校内

奈良県高等学校図書館研究会事務局 水野 隆司

ＦＡＸ ０７４５－７５－３２８６

10 その他

(１) 会場へは、公共交通機関を利用すること。

(２) 昼食は各自用意すること。
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教 高 第 ２ ４ ７ 号

令和 ４ 年 ７ 月 ７ 日

各 公 立 中 ・ 高 等 学 校 長

各 公 立 義 務 教 育 学 校 長 殿

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度学校学生生徒旅客運賃割引証

（学割証）の交付について（通知）

令和４年度学校学生生徒旅客運賃割引証(学割証)を下記のとおり交付します。

記

１ 交付期間

令和４年８月３１日（水）まで

２ 交付場所

高校の特色づくり推進課 総務係（直接受領）

※郵送を希望する場合は返信用封筒を送付してください。

３ 交付枚数

交付申請枚数どおり

４ 留意事項

交付の際、「受領書」(別紙様式)が必要ですのであらかじめ御用意ください。

※上記交付期間中における来庁・受領が困難な場合は、下記担当者まで連絡願います。
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５ その他

平成表記の学割証については、返還等はせずに平成箇所を二重線で西暦表示に訂正

してください。（例：平成 2019）

なお、訂正印の有無については問いません。

６ 問合せ先

〒630-8502 奈良市登大路町３０

県教育委員会事務局高校の特色づくり推進課 総務係 大谷

ＴＥＬ ０７４２－２２－１１０１（内線５２５５）

０７４２－２７－９８４９（直通）

ＦＡＸ ０７４２－２３－４３１２
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（様式）

受 領 書

令和 年 月 日

奈 良 県 教 育 委 員 会 事 務 局

高校の特色づくり推進課長 殿

学 校 名

代 表 者 氏 名 印

学校学生生徒旅客運賃割引証を下記のとおり受け取りました。

記

枚
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教 高 第 2 5 0 号

令 和 ４ 年 ７ 月 ７ 日

各市町村教委教育長

各 中 学 校 長

各義務教育学校長

各公立高等学校長
殿

各中等教育学校長

各特別支援学校長

奈良県教育委員会教育長

令和５年度奈良県立高等学校入学者選抜

実施要項説明会の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係者の参加についてよろしくお願いしま

す。

記

１ 開 催 日 令和４年９月１５日（木）、１６日（金）

８ 開 催 方 法 ウェブ会議システム（Zoom）によるオンライン開催

【ミーティングＩＤ： 958 8840 3451】

【パスコード： 569590】

会議への接続は各開始時間30分前からとします。

３ 開 催 時 間

日時 参 加 学 校 所 在 地 域

９月１５日（木） 奈良市、大和高田市、大和郡山市、天理市、橿原市、

(１３：００～１４：５０) 葛城市、山辺郡、北葛城郡

９月１６日（金） 桜井市、五條市、御所市、生駒市、香芝市、宇陀市、

(１３：００～１４：５０) 生駒郡、磯城郡、宇陀郡、高市郡、吉野郡

参加時間は、原則としてこの表のとおりとします。
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４ 参加対象者

(1) 中学校等 ２名（校長又は教頭１名及び教諭等１名）

(2) 高等学校 各課程ごとに１名（教頭）

※参加対象者が中学校等２名、高等学校が各課程ごとに１名となるため、各校２つまでのア

カウントの参加を想定しています。

５ 日 程

＜両日とも共通＞

１３：００～１３：１０ 挨拶、資料確認等

１３：１０～１４：００ 入学者選抜実施要項等の説明

１４：００～１４：１０ （休憩）

１４：１０～１４：５０ 中高連携システムサイトの説明

６ 参加申込み

令和４年８月３日（水）までに、下記ＵＲＬ又はＱＲコードより専用フォームにてお申し込

みください。

https://forms.gle/Ke2cuA1X7dqE2wKS8

７ 説明会資料

(1) 令和５年度奈良県立高等学校入学者選抜実施要項

〇高校の特色づくり推進課のWebページ（８月末に掲載予定）によりご準備ください。

(2) 令和５年度奈良県立高等学校入学者選抜概要

〇高校の特色づくり推進課のWebページによりご準備ください。

(3) インターネットによる情報提供について

(4) 「調査書等作成ファイル」について

(5) 高校の特色づくり推進課ホームページの紹介

(6) 令和５年度合格者受検番号のメールによる通知のながれ

(7) 中高連携システムサイトマニュアル

８ その他

後日、各選抜の入学願書を、中学校等に対し次の基準により配布します。

〔配布基準〕

(1) 特色選抜・大和中央高校〔Ａ選抜〕・帰国生徒等特例措置で使用する入学願書

第３学年在籍生徒数×0.6（端数は、１０枚単位に切上げ）

(2) 一般選抜・二次募集・大和中央高校〔Ｂ選抜〕で使用する入学願書

第３学年在籍生徒数（端数は、１０枚単位に切上げ）
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教人第１８１号

令和４年７月７日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 中 ・ 高 等 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長

各 中 等 教 育 学 校 長

殿

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度第２回高等学校卒業程度認定試験の実施について（通知）

このことについて、下記のとおり実施されますので、関係者に周知されるようお願いします。

記

１ 趣 旨

高等学校卒業程度認定試験（以下「認定試験」という。）は、様々な理由で、高等学校を

卒業できなかった者等の学習成果を適切に評価し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があるかどうかを認定するための試験である。

２ 実施主体

認定試験は、各都道府県教育委員会、関係省庁及び関係機関の協力を得て、文部科学大臣

が行う。

３ 受験資格

認定試験を受けることのできる者は、令和５年３月３１日までに満１６歳以上になる者と

する。ただし、大学入学資格を有している者は除く。

４ 試験科目

試験科目は以下のとおりとする。

教 科 試 験 科 目

国 語 国 語
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地理歴史 世界史Ａ又は世界史Ｂのうちから受験者の選択する１科目及び日

本史Ａ、日本史Ｂ、地理Ａ若しくは地理Ｂのうちから受験者の選

択する１科目

公 民 現代社会１科目又は倫理及び政治・経済の２科目

数 学 数 学

理 科 科学と人間生活及び物理基礎、化学基礎、生物基礎又は地学基礎

のうちから、受験者の選択する１科目の合計２科目、又は物理基

礎、化学基礎、生物基礎若しくは地学基礎のうちから受験者の選

択する３科目

外 国 語 英 語

なお、合格に必要な科目数は、選択した科目により８科目から１０科目とする。

合格に必要な科目数 公民の試験科目 理科の試験科目

８ 科 目 現代社会 科学と人間生活を含む２科目

現代社会 「基礎を付した科目」から３科目

９ 科 目

倫理及び政治・経済 科学と人間生活を含む２科目

１０ 科 目 倫理及び政治・経済 「基礎を付した科目」から３科目

※「基礎を付した科目」とは、物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎の４科目である。

５ 受験案内配布期間及び配布場所

令和４年７月１９日（火）～９月１３日（火）

①県庁東棟２階人権・地域教育課、②県立教育研究所事務局窓口、③県文化会館、④県橿

原文化会館で配布

①・②は土曜日、日曜日及び祝日を除く８：３０～１７：００
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③は休館日を除く９：００～１７：００

※休館日：月曜日（その日が休日の場合、翌日以降の平日）

④は休館日を除く９：００～１７：００

※休館日：木曜日（その日が祝日又は休日の場合、翌日以降の平日）

６ 願書受付期間

令和４年７月１９日（火）～９月１３日（火）（９月１３日消印有効）

７ 出願方法

受験案内に添付してある封筒を使用し、文部科学省宛てに書留で郵送する。持参による願

書受付は原則として行わない。

８ 試験実施期日

令和４年１１月５日（土）・６日（日）

９ 時間割

月 日
１１月５日（土） １１月６日（日）

時 間

9:30～
①

10:20
物 理 基 礎 倫 理

②
10:50～ 現 代 社 会 日本史Ａ又は日本史Ｂ

11:40 政 治 ・ 経 済 地 理 Ａ又は地 理 Ｂ

11:40～
昼 食 ・ 休 憩

12:40

12:40～
③

13:30
国 語 世界史Ａ又は世界史Ｂ

14:00～
④

14:50
英 語 生 物 基 礎

15:20～
⑤

16:10
数 学 地 学 基 礎

16:40～
⑥

17:30
科学と人間生活 化 学 基 礎
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10 試験方法

主として多肢選択による客観式の検査方法による出題とし、解答はマークシート方式によ

る。

11 試験会場

王寺町やわらぎ会館（王寺町王寺２丁目１番１８号）

12 合格発表

令和４年１２月６日（火）（結果通知発送予定）

発表の方法は、直接本人宛ての通知をもって行うこととし、全科目合格者には合格証書を、

一部科目合格者には科目合格通知書を送付する。
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教 研 第２２８号

令和４年７月７日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 小 ・ 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長

各 中 等 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度 夏期理科実技講習会の共同開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員へ周知するとともに、参加について

よろしくお願いします。

記

１ 趣 旨

県内小学校における理科教育の一層の振興・充実を図るため、県立教育研究所が奈良県小学校

理科教育研究会と協力し実技講習会を実施することで、教員の観察や実験における基礎的・基本

的な技能を高め、児童が興味・関心をもって主体的に学ぶ授業づくりを目指す。

２ 期日及び会場

令和４年８月６日（土）

奈良県立教育研究所 奈良県磯城郡田原本町秦庄２２－１

３ 参加対象者

県内小中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期課程）、特別支援学校（小学部と中学部）の

教員

４ 募集人員

８０名程度

５ 日 程

８；４０～ ９：００ 受付

９：００～ ９：０５ 開会挨拶・日程説明

殿
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９：０５～ ９：２０ 講義

９：２０～ ９：５５ 学年別分科会①

１０：００～１０：３５ 学年別分科会②

１０：４５～１１：２０ 学年別分科会③

１１：２５～１２：００ 学年別分科会④

１２：００～１２：０５ 閉会挨拶

※ 参加者は、４部屋に分かれ、３・４・５・６年生のそれぞれの分科会に計４回参

加する。

６ 内 容

（１） 講 義 「令和４年度全国学力・学習状況調査問題からみる理科で育成すべき力

～令和３年度奈良県小学校理科学力調査問題との比較から～」

講 師 奈良県立教育研究所 教育情報化推進部 学習指導係 指導主事 浪越 一浩

（２） 学年別分科会 「令和３年度奈良県小学校理科学力調査問題の考察と授業改善の提案」

発表者 奈良県小学校理科教育研究会 事務局員・各市町村幹事

７ 旅 費

所属負担とする。

８ 参加申込み

令和４年７月２９日（金）までに、下記のクラスコード又は招待リンクからGoogle Workspace

for EducationのClassroomに参加し、Classroom上の申込フォームから申込みを行うこと。な

お、締切後でも状況により受け付けられる場合があるので、参加希望者は電話で問い合わせる

こと。

【クラスコード】 zzbx3rm

【招待リンク】 https://classroom.google.com/c/NDk0ODk2NzQ2MDkw?cjc=zzbx3rm

※ 招待リンクは、右のＱＲコードからもアクセス可能。

【問合せ先】

天理市立山の辺小学校 教諭 竹中 武徳 ＴＥＬ：０７４３－６３－３９４８

９ その他

（１） 参加費は２００円（実験材料費）とする。

（２） 新型コロナウイルス感染症感染状況によっては、オンラインでの開催に変更になる場合

がある。その際は、Classroom上に連絡をする。

（３） 当日、午前７時現在で田原本町に警報が発令されている場合は中止とする。
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教 研 第２５７号

令和４年７月７日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 公 立 小 学 校 長

殿
各 義 務 教 育 学 校 長

各 県 立 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度第２、３学期における外国語指導助手の派遣

について（通知）

特別支援学校、公立小学校及び義務教育学校前期課程への外国語指導助手（以下「ＡＬＴ」

という。）の派遣について、下記事項に留意の上、令和４年８月１９日（金）までに申請願いま

す。

なお、ＡＬＴが訪問指導する際には、新型コロナウイルス感染症対策に御留意ください。

記

１ 派遣期間

(１) 令和４年９月１２日（月）から令和５年３月１０日（金）までとする。

(２) 派遣日は、原則として月曜日から金曜日までとする。

２ 派遣申請等の手続き

(１) 特別支援学校が、県立教育研究所に配置しているＡＬＴの派遣を希望する場合

ア 様式１により、派遣を希望する特別支援学校の校長が、県立教育研究所長宛て申請す

ること。

イ ＡＬＴの派遣日については、調整の上、後日決定し改めて通知する。

ウ ＡＬＴの派遣が決定された場合、校長は、派遣日の１週間前までに、次の(ｱ)～(ｳ)の

文書を県立教育研究所長宛て提出すること。(ｱ)～(ｳ)の様式は、派遣日程決定後、送付
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する。

(ｱ) ビジットシート（詳細な訪問時間、使用教材などＡＬＴへの連絡事項）

(ｲ) ティーム・ティーチング指導案（日時、場所、日程、内容及び担当者名を、英語で

記載したもの）。なお、指導は、当該校教員とのティーム・ティーチングによるものと

し、Ｔ２であるＡＬＴには、Ｔ１から明確な指示を与えること。

(ｳ) 活用計画書（２、３学期の派遣日程、活用内容）

(２) 小学校又は義務教育学校前期課程の外国語活動・外国語科の授業等に関わって、小学

校等が最寄りの県立高等学校に配置されているＡＬＴの派遣を希望する場合

ア 様式２により、派遣を希望する小学校等を管轄する市町村教育委員会教育長が、ＡＬ

Ｔ拠点校の高等学校長宛て申請すること。また、その写しを県立教育研究所担当まで送

付すること。なお、派遣希望日は、拠点校での通常業務に支障のない日程を原則とする。

イ ＡＬＴの派遣日については、文書による申請前に、あらかじめ当該小学校等学校長と

当該高等学校長の間で調整しておくこと。

ウ ＡＬＴの派遣が決定された場合、当該小学校長は派遣日の１週間前までに、次の(ｱ)、

(ｲ)の文書を当該高等学校長宛て提出すること。

(ｱ) 様式３による、各訪問日のビジットシート（当該小学校等情報、詳細な訪問時間、

使用教材などＡＬＴへの連絡事項を、英語で記載したもの）

(ｲ) 様式４による、各授業のティーム・ティーチング指導案（日時、場所、日程、内容

及び担当者名を、英語で記載したもの）。なお、指導は、当該校教員とのティーム・テ

ィーチングによるものとし、Ｔ２であるＡＬＴには、Ｔ１から明確な指示を与えるこ

と。

３ 派遣旅費

(１) 上記２の(１)の派遣に要する費用は、県教育委員会が負担する。

(２) 上記２の(２)の派遣に要する費用は、派遣を希望する小学校等又は市町村教育委員会

が負担する。派遣前に、旅費の支給方法について、当該校間で打合せしておくこと。

４ ＡＬＴの職務

(１) 県立学校等における外国語授業等の補助

(２) 公立の小学校等における外国語活動等の補助

（３） 外国語教材作成の補助

（４） 外国語担当教員等に対する現職研修の補助
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（５） 特別活動や部活動等への協力

(６) 外国語担当指導主事や外国語担当教員等に対する語学に関する情報の提供（言葉の使

い方、発音の仕方等）

（７） 外国語スピーチコンテストへの協力

(８) 地域における国際交流活動への協力

(９) その他所属長又は校長が必要と認める職務

５ 県立学校等におけるＡＬＴの配置

上記派遣期間中のＡＬＴの配置予定は、次の表のとおりである。ただし、新型コロナウイ

ルス感染症の状況等により、ＡＬＴが未配置の場合もある。

６ 様式１及び様式２の写しの送付先

県立教育研究所 教育情報化推進部 学習指導係

〒636-0343 磯城郡田原本町秦庄２２－１

TEL：０７４４－３３－８９０３

FAX：０７４４－３３－８９０９
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（別紙）

令和４年度第２、３学期の県立学校等におけるＡＬＴの拠点校等

（令和４年９月１日以降）

拠点校等

奈良朱雀・奈良商工高等学校

国際高等学校

奈良高等学校

高田高等学校

郡山高等学校

添上高等学校

二階堂高等学校

橿原高等学校

畝傍高等学校*

桜井高等学校

五條高等学校

青翔高等学校

生駒高等学校

奈良北高等学校

榛生昇陽・宇陀高等学校

西和清陵高等学校

法隆寺国際高等学校（２名）

高取国際高等学校（２名）

大和広陵高等学校

大淀・奈良南高等学校

十津川高等学校

教育研究所

＊の学校は、９月以降、来日次第配置予定。
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（様式１）

○ ○ 第 号

令和４年 月 日

教 育 研 究 所 長 殿

○○○○学校

校 長 氏 名

令和４年度第２、３学期における外国語指導助手の派遣について（申請）

このことについて、下記のとおり外国語指導助手の派遣をお願いします。

記

希望年月日 指導学年 授業等担当者氏名

（第二希望日）

【備考】各派遣希望日に第二希望日がある場合は、併せて御記入ください。
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（様式２）

○ ○ 第 号

令和４年 月 日

県立○○高等学校長 殿

○○教育委員会

教育長 氏 名

令和４年度第２、３学期における外国語指導助手の派遣について（申請）

このことについて、下記のとおり外国語指導助手の派遣をお願いします。

記

小学校名 希望年月日 指導学年 授業等担当者氏名

義務教育学校名
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（様式３）

ALT Visit Sheet
School Name（学校名）：

School Address（所在地）：

Date（曜日、月、日、時間）：

Name of Head HRT（主担当者名）：

Head HRT email（担当者連絡先メールアドレス）:

1 Schedule of the day（1 日の流れ）

Time（時間） Place（場所） HRT（担当教員） Activity（活動内容）/Class（指導学級）

Expected time of ALT's arrival

備考：１行目には、ＡＬＴの希望到着時刻、場所及び担当教員名を記入。また、授業だけでなく、

授業の打合せや給食など、ＡＬＴを活用する時間をすべて記入すること。

2 Teaching Materials and Activities（使用教材）

Materials or Activities（使用教材又はアクティビティ）

Time, Class
（時間・クラス）

Materials which will be provided by Materials and activities which the ALT
HRT(s)（貴校で御用意いただける教材等） is expected to prepare and bring

（ＡＬＴが用意すべき教材とアクティビティ）

3 Special Notes and/or Requests（その他注意事項や要望）
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教 健 第 １ ４ ９ 号

令 和 ４ 年 ７ 月 ７ 日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 中 ・ 高 等 学 校 長

各 中 等 教 育 学 校 長 殿

各 義 務 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度中・高等学校等保健体育指導者研修会の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いし

ます。

記

１ 趣 旨

生徒の興味・関心を高めるとともに、各校における運動好きな生徒の育成及び健康の保持

増進のための実践力の育成につなげる研修を行い、中学校・高等学校等における保健体育指

導の充実を図ることを目的とする。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県高等学校等保健体育学会、奈良県中学校保健体育研究会

３ 期日、会場、内容、講師

開催期日 会 場 研 修 内 容 講 師

８月23日(火) 県立奈良西養護学校 午前の部 県立郡山高等学校

「体育が苦手な生徒のための 教諭 宮崎 玲

授業づくり」

～保健の指導について～

午後の部 県教育委員会事務局

「体育が苦手な生徒のための 健康・安全教育課学校体育係

授業づくり」 指導主事 福井 栄作

～ダンスの指導について～



- 51 -

４ 日 程

９：１５～ ９：３０ 受 付

（午前の部） ９：３０～ ９：４０ 開 講 式

９：４０～１１：４０ 研 修

（午後の部）１３：００～１３：１０ 開 講 式

１３：１０～１５：４０ 実技研修

５ 参加対象者

県内の中学校、義務教育学校（後期課程）、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の保

健体育を担当する教員

６ 申込方法

令和４年４月７日付け週報第２３８２号掲載の参加基本様式により、職名、氏名を記入の上、

令和４年８月５日（金）までに下記宛てにＦＡＸで申し込むこと。

奈良県教育委員会事務局健康・安全教育課学校体育係

ＴＥＬ ０７４２－２７－９８６１

ＦＡＸ ０７４２－２２－３９９５

７ その他

(１) 実技研修にあたっては、個人差に応じて研修できるよう運営するが、水分補給等につい

ては各自で準備・対応すること。

(２) 参加者は下記のものを持参すること。

ア 実技に適した服装及びシューズ

イ 筆記用具

ウ 昼食（ゴミは各自で処分すること、昼休みの外食も可能）

エ タオル、着替え等各自が必要とするもの

(３) 当日の午前７時現在で、会場所在地（奈良市）において警報が発表されている場合、研

修会は中止する。なお、それ以外の地域に警報が発表されている場合、研修会は開催する

が、それぞれの地域の気象状況に応じて、安全を優先して対応すること。

(４) 参加人数が定員を大幅に超えたことにより開催方法を変更する場合や、新型コロナウイ

ルス感染症の感染状況に応じて研修会を中止、開催方法を変更する場合は県教育委員会事

務局健康・安全教育課より連絡する。
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教 健 第 １ ５ ５ 号

令和４年７月７日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 小 学 校 長 殿

各 義 務 教 育 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

第５６回奈良県小学生陸上競技記録会の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、児童の参加についてよろしくお願いします。

記

１ 趣 旨

県内小学生が一堂に会して陸上運動に親しむ機会を提供し、児童の体力向上及び生涯にわた

って運動・スポーツに親しむ資質や能力を育成するとともに、陸上競技の普及を図ることを目

的とする。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県体力向上推進連絡会

３ 主 管

奈良陸上競技協会、奈良県小学校体育研究会

４ 期 日

令和４年１１月１２日（土） 小雨決行

午前９時１５分開会式 午前９時４５分競技開始 ※参加者数により、変更する場合がある。

５ 会 場

県立橿原公苑陸上競技場 橿原市畝傍町５３

６ 参加対象者

県内の小学校及び義務教育学校に在籍し、次項記載の種目に出場できる体力を有する第５・

６学年の児童であり、学校長及び保護者の承認を得て、在籍する学校の教員の引率・指導の下、

参加可能な者であること。
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７ 種目及び参加人数

１００ｍ、２００ｍ、走り幅跳び、走り高跳び

※１校あたり男女ごとに走り幅跳びは６名以内、走り高跳びは４名以内とする。

※１００ｍと２００ｍは人数による参加制限を設けない。

※出場種目は一人１種目とする。

※出場者は胸部にゼッケンをつけること。

８ 競技方法

(１) 走種目

数名のグループで走り、記録を測定する。

(２) 跳種目

走り幅跳び・・・３回計測。踏切ゾーン先端から着地までを直角測定する。（正式計測）

走り高跳び・・・１００ｃｍから計測を開始し、５ｃｍごとにバーを上げる。

足の裏で着地する跳び方とする。背面跳びや背面跳びに似た跳び方、

ベリーロールは禁止する。また、けが防止のため、事前の指導及び練

習を十分行うこと。

９ 表 彰

参加児童全員に記録証を授与する。

10 申込み

各郡市の小学校体育研究会体育活動部陸上担当理事宛て、令和４年９月１６日（金）までに

申し込むこと。申込様式は、県小学校体育研究会のホームページよりファイルをダウンロード

すること。

https://narasyoutaiken.web.fc2.com/

※締切後の申込みや変更、参加資格や参加制限に合わない者の参加は認めない。

申込先（各郡市の小学校体育研究会体育活動部陸上担当理事）

郡 市 名 担 当 理 事 学 校 名

奈 良 市 秋 田 卓 也 富 雄 南 小 学 校

大 和 高 田 市 金 城 郁 海 土 庫 小 学 校

大 和 郡 山 市 鍵 谷 悠 介 片 桐 西 小 学 校

天 理 市 田 村 哲 也 山 の 辺 小 学 校

橿原市・高市郡 桝 谷 俊 介 畝 傍 東 小 学 校

桜 井 市 谷 口 朋 樹 城 島 小 学 校

五 條 市 吉 村 真 一 五 條 小 学 校

御 所 市 曽 和 大 貴 葛 小 学 校

生 駒 市 中 地 保 尊 真 弓 小 学 校
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香 芝 市 持 井 良 太 下 田 小 学 校

葛 城 市 山 岸 顕 宏 忍 海 小 学 校

宇 陀 市 黒 松 拓 馬 菟 田 野 小 学 校

宇 陀 郡 竹 内 玄 樹 御 杖 小 学 校

山 辺 郡 今 西 秀 規 や ま ぞ え 小 学 校

生 駒 郡 森 田 洋 一 斑 鳩 小 学 校

磯 城 郡 藤 井 誠 田原本・東小学校

北 葛 城 郡 羽 山 幸 恵 広 陵 東 小 学 校

吉 野 郡 ( 東 ) 岡 本 克 己 天 川 小 中 学 校

吉 野 郡 ( 西 ) 北 野 有 紀 十津川第二小学校

国 立 ・ 私 立 今 岡 敬 二 帝 塚 山 小 学 校

11 新型コロナウイルス感染症対策について

(１) 無観客での開催とする。

(２) 参加者は、大会本部指定様式の「検温表付き参加承諾書」(上記小体研ホームページよ

りダウンロード可)に記録会前１週間分の体温等を記載し、各学校に提出すること。

12 その他

(１) 競技中の負傷などについては、応急処置は行うが、その後の責任は負わない。

(２) 当日の午前６時現在、県内のいずれかの地域で気象警報が発令されている場合、記録会

は中止する。雨天等による中止の場合は、午前６時３０分以降に各郡市の小学校体育研究

会体育活動部陸上担当理事より、参加校に連絡する。

(３) 競技中に雷雨等、急な悪天候になった際は、やむを得ず中止する場合がある。

(４) 橿原公苑陸上競技場は、午前８時３０分に開門する。

(５) 本記録会における個人情報及び肖像権（写真・映像等）に関する取扱いについて、各参

加校において保護者の承諾を得ること。また、個人情報の公表に同意されない申し出があ

る場合は、各郡市の小学校体育研究会体育活動部陸上担当理事に連絡し、その意思を尊重

して対応する。

(６) 駐車台数に限りがあるため、公共交通機関を利用すること。

(７) 本記録会開催に係る詳細については、別途奈良県小学校体育研究会からの連絡文書を参

考にすること。


